
船舶事故調査報告書 

令和７年７月９日 

運輸安全委員会（海事専門部会）議決 

事故種類 衝突 

発生日時 令和６年１２月１２日 １７時４５分ごろ 

発生場所 東京都中央区相生橋下流（隅田川） 

 二ノ橋三等三角点から真方位１７８°９９０ｍ付近 

 （概位 北緯３５°４０.０′ 東経１３９°４７.３′） 

事故の概要  屋形船瀬川
せ が わ

丸７号は、南南東進中、押船二号千
せん

羽
ば

丸と押船列を構成

して漂泊中の土運船６０号千
せん

羽
ば

丸に衝突した。 

事故調査の経過 令和６年１２月２４日、主管調査官（横浜事務所）を指名 

原因関係者から意見聴取手続実施済 

事実情報 

 船種船名、総トン数 

 船舶番号、船舶所有者等 

 

Ａ 屋形船 瀬川丸７号、１９トン 

   ２３５－２５７２２東京、個人所有 

Ｂ 押船 二号千羽丸、４.９トン 

   ２４３－２６５９０東京、株式会社中川船舶（Ｂ社） 

Ｃ 土運船 ６０号千羽丸、約２３７トン 

   なし、Ｂ社 

 乗組員等に関する情報 Ａ 船長Ａ、一級小型・特殊・特定 

Ｂ 船長Ｂ、二級小型 

 負傷者 Ａ 軽傷 １人（従業員） 

Ｂ なし 

Ｃ なし 

 損傷 Ａ 船首部及び左舷外板に破口及び亀裂 

Ｂ なし 

Ｃ 左舷船首部に擦過傷 

 気象・海象 気象：天気 晴れ、風向 北、風速 約３m/s、視界 良好 

海象：海上 平穏 

日没時刻：１６時２８分ごろ 

 事故の経過  Ａ船は、船長Ａほか２人が乗り組み、従業員２人及び乗客４１名を

乗せ、遊覧の目的で、法定灯火を表示して東京都墨田区にある吾妻橋

の乗船場を１７時１５分ごろ出発し、相生橋下流付近を南南東進して

いた。 

 船長Ａは、操舵室に乗組員１人を見張りにつけていたが、客室が忙

しくなり、同乗組員が客室に呼ばれたので、単独で操船に当たり、Ａ

船はレーダー及びＧＰＳプロッターを装備していないので、操舵室の

天窓から顔を出して見張りを行っていた。 

 船長Ａは、周囲の川面が真っ暗で見えず、右舷船首方の陸上の明か

りを見ながら航行を続けていたところ、船首方約５ｍにＣ船を認め、



右舵を取って主機を後進としたが、Ａ船の船首部及び左舷外板とＣ船

の左舷船首部とが衝突した。 

 船長Ａは、衝突後、主機を停止して乗客に負傷者がいないことを確

認した。 

 乗組員は、衝突の衝撃で、鍋に入っていた高温の油が従業員１人の

股関節から両膝にかけて掛かり、熱傷を負ったことを認め、１１９番

及び１１０番通報した。 

 Ａ船は、自力で航行して江東区古石場の釣船橋の桟橋に係留され

た。 

 油が掛かった従業員は、救急車で病院に搬送され、Ⅱ度熱傷と診断

されたが、その日のうちに帰宅した。 

 船長Ａは、Ｃ船の両舷灯に気付かなかった。 

 Ｂ船は、Ｃ船の船尾部にＢ船の船首部を連結して押船列（以下「Ｂ

船押船列」という。）を構成し、船長Ｂほか１人が乗り組み、法定灯

火を表示し、揚げ荷役の時間調整の目的で、船首を北北東方に向け、

主機を中立としながら漂泊していた。 

 船長Ｂは、Ｃ船の船首部甲板で、遠隔操縦により操舵及び主機の操

作をしながら船首方の見張りを行っていたところ、Ｃ船に向けて接近

するＡ船を認めたので、主機を後進として、ヘルメットに取り付けて

いたライトを点滅させた。 

 Ｂ船押船列は汽笛や音響装置を装備していなかったので、船長Ｂが

更に手を振り大声を出して合図したが、Ｃ船とＡ船とが衝突した。 

 船長Ｂは、本事故の発生をＢ社担当者に連絡した後、自力で航行し

て相生橋下流の貯木場に係留した。 

分析  Ａ船は、南南東進中、船長Ａが、右舷船首方の陸上の明かりを見て

いて、船首方の見張りを行っていなかったことから、船首方に漂泊す

るＣ船に接近していることに気付くのが遅れ、Ｃ船と衝突したものと

考えられる。 

 船長Ａは、周囲が真っ暗で何も見えず、右舷船首方の陸上の明かり

を見ていたことから、船首方に漂泊するＣ船の両舷灯が陸上の明かり

に混じって識別できず、気付かなかったものと考えられる。 

 Ｂ船押船列は、船首を北北東に向けて漂泊中、船長Ｂが、Ｃ船に向

けて接近するＡ船を認め、主機を後進として、ライトを点滅させ、手

を振り大声を出して合図し、衝突を回避するための措置を採っていた

ものの、Ａ船と衝突したものと考えられる。 

原因  本事故は、夜間、Ａ船が南南東進中、Ｂ船押船列が漂泊中、船長Ａ

が、船首方の見張りを行っていなかったため、船首方に漂泊するＣ船

に接近していることに気付くのが遅れ、Ｃ船に衝突したものと考えら

れる。 

再発防止策 今後の同種事故等の再発防止に役立つ事項として、次のことが考え



られる。 

・船長は、航行中、特定の方向だけを見ずに、常時、周囲の見張り

を適切に行うこと。また、河川を航行する場合、周囲の明かりだ

けに目を向けることなく、厳重に川面の見張りを行うこと。 

・汽笛を備えていない船舶の船長は、携帯式エアホーン等の有効な

音響による信号を行うことができる手段を備えておくことが望ま

しい。 

 


